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••••• 
石原 英樹教授 ( 専 攻  コ ミ ュ ニ ケーショ ン 論 、文 化 社 会 学 )  

••••• 
( 1 )  社 会 学 と は どの よ う な 学 問 と お 考 え で す か 。   

 社 会 学 と は何 か。 い ちばん 有 名 な 答 えは 、近 代 社 会 が 「 わたし ＝ 近

代 社 会 と は 何 だ ろう 」と 自 己 観 察 （ 自 分 探 し ）を し た 学 問 が 社 会 学 で

ある 、と い う も のでし ょ う 。つ まり 社 会 学 と は、 政 治 学 や 経 済 学 より もず

っと ず っと 遅 く、 近 代 社 会 が 成 立 し た 19 世 紀 以 降 の 学 問 だと い う こ

と です（ 近 代 と はい つのこ と か 、近 代 の 次 は 何 なの かな ど は、 一 緒 に

勉 強 し まし ょ う ）。 人 々の集 まり は人 類 の歴 史 が始 ま って からず っと あ

り まし たが 、な ぜそ の時 代 に 社 会 学 が 生 まれ なか った ので し ょ う 。なぜ

19 世 紀 以 降 な ので し ょ う 。人 が 集 ま る だけ では 社 会 では ない のでし ょ

う か。こ こ に 社 会 学 （そし て 社 会 ）の 秘 密 があり ます 。  

 さ ら に社 会 学 が ど のよう な近 代 特 有 の難 問 と 出 会 っ て きたの かを 考

えると 、社 会 学 の 性 質 も より 明 確 になり ます。こ こ では 三 つ 述 べまし ょ

う 。  

 まず 社 会 学 は、 近 代 が 獲 得 し た「自 由 」の 皮 肉 な 帰 結 と し て「自 由

の不 自 由 さ 」を 見 出 し まし た 。 宗 教 や 階 層 や地 域 社 会 か らの 自 由 が

生 ん だ新 し い 自 殺 （ デュル ケム ） 、自 由 なワ イマ ール 憲 法 が 生 ん だナ

チス（ フ ロム ） 、選 択 肢 が 多 い 消 費 社 会 にお け る選 択 基 準 がない 苦

悩 （リ ー スマ ン） など です 。  
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 も う 一 つは 、近 代 が獲 得 し た「 合 理 性 」が も たらし た「 合 理 性 のも つ

非 合 理 性 」。 人 間 を 幸 せに する はずの 機 械 化 や 官 僚 化 が もた らす 逆

機 能 （ヴェ ーバ ー）（ フーコ ー） 。  

 三 つ 目 は 、人 間 の衣 装 にす ぎない 役 割 や意 味 な どが 、実 体 より も

力 を も っ てし まう 「 実 体 と 意 味 の 逆 転 」。 例 えば 人 は 役 割 に 動 かさ れ ど

んな 残 酷 なこ と で も し てし まう （ミ ル グラ ム ）。 犯 罪 者 と い う ラベ ル貼 り が

犯 罪 者 を 作 る（ベ ッ カー） 。ジ ェン ダー 論 （フリ ー ダ ン） もこ れ に入 るでし

ょ う 。  

 こ れ ら近 代 特 有 のパラ ド ック スに つ い て社 会 学 がどの よう に 答 えを 出

し てき たのかを 知 る のが、 て っと り ばや い 社 会 学 の 理 解 に なると 思 い ま

す。  

 そ の他 にも 社 会 学 は 数 多 く の難 題 （ ホッ ブ ズ問 題 、階 級 、エ スニ シ

テ ィー 、科 学 技 術 . . . ）と 取 り 組 み続 け て い ます。 最 後 に 一 つ 。社 会 学

と は、 社 会 の 単 なる 自 分 探 し で はなく 、 近 代 の切 実 な 問 題 に対 す る

社 会 の血 み ど ろの 自 問 だと 思 い ま す 。  

 

 ( 2 )  先 生 が 専 攻 さ れ て い る 、 あ る い は 、 こ の 大 学 で 学 生 に

教 え ら れ て い る 社 会 学 と は ど の よ う な 学 問 で す か 。  

  私 は 新 入 り 教 員 ですの で 、今 まで 研 究 し て きたこ と を 述 べます 。  

 私 は（ 今 にし て 思 えば） 数 理 社 会 学 と い う 領 域 で、コ ミ ュ ニケーショ ン

につい てい ろい ろ考 えて きまし た。 特 に 若 者 のメデ ィア接 触 （マン ガや

音 楽 など ）と コ ミ ュ ニ ケーショ ンに つい て 統 計 データ で 分 析 し たのが 初

期 の 研 究 です 。  
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 そ の後 、社 会 の 基 礎 的 なコ ミ ュニ ケ ーション につい て考 える よう に なり

まし た。こ れはゴ フ マ ン、 ト ーマ ス・シ ェリ ング（ 経 済 学 者 ） 、 デヴィ ッド ・

ルイ ス（ 哲 学 者 ） な どを 参 考 に 、協 力 や秩 序 の背 後 にあ る、 言 語 を 用

い ない コ ミ ュニ ケー シ ョ ンの 様 態 を ゲー ム 理 論 と い う 道 具 立 て でモデ ル

化 し よう と し た もの で す。  

 最 近 は 、 同 性 愛 への寛 容 性 と メディ ア接 触 の関 係 な ど 、再 び具 体

的 な 対 象 研 究 に も どっ てい ま す。  

 ( 3 )  １ ～ ２ 年 次 で 読 ん で 欲 し い 本  

1 . 『 自 殺 論 』 （ エミ ル・ デ ュ ル ケム  中 公 文 庫  1 9 8 9 ）   

先 に 述 べた 最 重 要 テ キスト です 。「ヴ ェ ーバー に比 べて 読 みやすい

でし ょ う 」と 先 生 に 言 われ てそ れを 信 じ て読 み 切 った 思 い 出 があり ま

す。  

2 . 『 孤 独 な 群 衆 』 （デ ヴ ィ ッ ド ・リ ー ス マン 他  み す ず 書 房  1 9 6 4）   

1 9 4 0 ～50 年 代 の 大 衆 社 会 論 の 古 典 。 LO NE LY  CR O WD と い う 魅

力 的 な フレー ズ は、 ボブ ディラ ンが 引 用 するほ ど 有 名 。「 内 部 指 向 型 」

「他 人 指 向 型 」と い う 教 科 書 的 な 概 念 も素 晴 らし い ので す が、 後 半 の

フラ ンク ・シ ナト ラの 「誠 実 さ 」な どサ ブ カ ルチャ ー分 析 が 面 白 い 。  

3 . 『 出 会 い ― 相 互 行 為 の 社 会 学 』 （ アー ヴ ィ ン グ ・ ゴ ッ フ マン  誠 信 書

房  1 9 8 5 ）   

コ ミ ュニケ ーショ ン論 の基 本 書 と い え ば、 ゴッ フマ ンの 本 作 。 『 行 為 と

演 技 ―日 常 生 活 に お け る自 己 呈 示 』『 ステ ィ グマ』 も 名 著 です 。で きれ

ばゴッ フ マン に影 響 を 与 え た『紛 争 の 戦 略 』（ト ーマ ス・シ ェリ ング  勁

草 書 房 ） も 読 ん で 欲 し い です 。ゲ ーム 理 論 と い わ れる 数 理 理 論 が 、60

年 代 以 降 の社 会 学 に 与 え た密 かな 影 響 がわかり ま す 。   

4 . 『 近 代 日 本 の 心 情 の 歴 史 ― 流 行 歌 の 社 会 心 理 学 』 （見 田 宗 介  

岩 波 書 店  2 0 1 2 ）   
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戦 後 の社 会 学 者 の 中 で も 特 異 な位 置 にあ る見 田 の 初 期 研 究 。 長

らく 絶 版 でし た が全 集 4 に収 録 さ れま し た。 明 治 から 1 96 0 年 代 まで

の歌 謡 曲 の 歌 詞 か ら、 民 衆 の 意 識 変 化 を 鮮 や かに 描 き ます。 私 は 2

のリ ース マン のポ ッ プス 論 と 4 の見 田 の歌 謡 曲 論 を もと にし て 、19 60

年 代 以 降 の音 楽 の 分 析 を し たこ と があ り ます（『 サブ カル チ ャー 神 話

解 体 』） 。   

5 . 『 心 で っ か ち な 日 本 人 ― 集 団 主 義 文 化 と い う 幻 想 』（山 岸 俊 男  ち

く ま 文 庫  2 0 10 ）   

6 . 『 エ ロ テ ィ ッ ク ・ キ ャピ タ ル 』（ キ ャ サリ ン ・ハ キ ム  共 同 通 信 社  2 0 1 2 ）   

7 . 『 若 者 問 題 の 社 会 学 ― 視 線 と 射 程 』 （ ロ ジ ャ ー ・グ ッ ド マン 他 編  明

石 書 店  2 0 1 3 ）   

8 . 『 つ な がり っ ぱ なし の 日 常 を 生 き る ―ソ ー シ ャ ル メ デ ィアが 若 者 に も た

ら し た も の 』 （ダ ナ ・ボ イ ド  草 思 社  2 01 4 ）   

9 . 『 失 わ れ た 場 を 探 し て ― ロ スト ジ ェ ネレー シ ョ ン の 社 会 学 』（ メ アリ ー ・

Ｃ ・ ブ リ ント ン  Ｎ Ｔ Ｔ 出 版  2 0 0 8 ）   

1 0 . 『 ダ イ バ ーシ テ ィ― 生 き 方 を 学 ぶ 物 語 』 （ 山 口 一 男  東 洋 経 済 新

報 社  2 0 0 8 ）  5～9 は、 どれ も読 みやす く、わ れわれ の先 入 観 を ひ っく

り かえす 社 会 学 の 醍 醐 味 を 味 わえ る 本 で す。  

5 は社 会 心 理 学 の 大 家 によ る 啓 蒙 書 。日 本 独 自 と い わ れる 集 団 主

義 を 、 固 定 的 な文 化 では なく 、 社 会 的 な配 置 に 過 ぎ ない と 実 験 例 で

明 ら かにし てい きま す。  

6 は文 化 資 本 （ ブル デュー ）、 社 会 関 係 資 本 （パ ットナム ） に 加 え て、

「美 貌 」「 好 感 度 」 も 個 人 の資 本 で ある と い う 挑 発 的 な 議 論 。ジ ェ ンダ

ー論 と ど のよう に 折 り 合 い を つけ てい る か楽 し ん で読 んで く ださ い 。  

7 はオ ック ス フォ ード のグ ッド マ ンは「 帰 国 子 女 」「 児 童 虐 待 」「 民 生 委

員 」な ど 、われ われ が看 過 し てい る 日 本 社 会 の ディテ ー ルに注 目 し 、

構 築 主 義 的 に解 き ほぐ し 、全 く新 し い 日 本 の光 景 を みせ てくれ ます 。  

8 はソー シャ ルメ デ ィ アの研 究 で 、「 若 者 はソー シャ ルメデ ィア に耽 溺 し

て日 常 のコ ミ ュニケ ーシ ョ ン から 撤 退 し てい る」と い う " 通 説 "を 覆 し ま
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す。  

9 は日 本 にお け る フ リ ータ ーやニ ートの 増 加 の要 因 は 、よ く い われる よ

う な個 人 の 意 欲 や 価 値 観 の 変 化 より も、 学 校 と 企 業 の つ ながり （ 就

職 あ っせ ん制 度 ）の 喪 失 にあ ると し ます 。  

10『ダ イバ ーシ テ ィ ―生 き方 を 学 ぶ 物 語 』（ 山 口 一 男  東 洋 経 済 新 報

社  200 8）  

世 界 で もっと も 有 名 な社 会 学 者 の 一 人 であ る山 口 氏 の「 自 分 と 異 な

る他 者 と 共 生 す る こ と 」の考 察 で す。 童 話 と 劇 と い う 子 供 向 きの 構 成

ですが 、 高 度 な理 論 がい た ると こ ろ に 隠 さ れてい ます 。  

( 4 )  ３ ～ ４ 年 次 で 読 ん で 欲 し い 本  

1 .  E r v i n g  G o f f ma n ,  " S t r a t e g i c  I n t e r a c t i o n " ,  ( U n i v e r s i t y  o f  

P e n n s y l v a n i a  P r e s s  1 9 7 0 ) .   

翻 訳 が出 てい ませ んが、 ゴ ッフ マ ンが ゲーム 理 論 を 取 り 込 み 自 分 の

理 論 を 拡 張 し た時 期 の 重 要 作 品 。  

 2 . 『 リ ー デ ィ ング スネ ッ ト ワ ー ク 論 ― 家 族 ・ コ ミ ュニ テ ィ・ 社 会 関 係 資

本 』 （ グ ラ ノ ベ ッ タ ー他  勁 草 書 房  2 0 06 ）   

本 学 の野 沢 慎 司 先 生 が編 んだネ ット ワー ク理 論 の 傑 作 アン ソロジ

ー。 グラノ ベ ッタ ーは 必 読 です 。  

3 . 『 情 熱 と し て の 愛 ― 親 密 さ のコ ード 化 』 （ ニ ク ラ ス・ ル ー マン  木 鐸 社  

2 0 0 5）   

4 . 『 親 密 性 の 変 容 ― 近 代 社 会 に お け る セ ク シ ュ ア リ テ ィ ・愛 情 ・ エ ロ テ

ィ シ ズ ム 』（ ア ン ソ ニー ・ ギ デ ン ズ  而 立 社  1 9 9 5 ）   

3 と 4 は性 愛 的 な「 親 密 性 」が キー ワー ド 。3 は 難 解 で知 ら れるル

ーマ ンの 中 では かな り 読 み物 と し て面 白 い 。彼 の システ ム 論 入 門 にも

なり ます （『信 頼 』 も 読 みや すい ） 。4 は 同 性 愛 か ら 家 族 の 変 容 を 見 出

す野 心 的 な試 み。 1 992 年 の著 作 な の で同 性 愛 の記 述 が 古 い こ と が

唯 一 の欠 点 で す。  



6 
 

5 . 『 つ き あ い 方 の 科 学 ― バ ク テ リ ア か ら国 際 関 係 ま で 』 （ ロバ ー ト ・ア ク

セ ル ロ ッ ド  ミ ネル ヴァ 書 房  1 9 98 ）  

 ゲーム 理 論 では 最 も知 れた 著 作 でし ょ う 。信 頼 し てい ない 人 々の 間

でどの よう に協 力 が 生 まれ るの かを 、「 繰 り 返 し 囚 人 のジ レン マ」に 進

化 概 念 を 加 えて 鮮 やかに 解 き 明 かし て い ます。 ただし こ の 本 は「ベ ルリ

ンの 壁 崩 壊 以 前 」 の世 界 観 を 反 映 し てお り 、 近 年 のゲー ム 理 論 を 知

り たけ れば 、山 岸 俊 男 の 著 作 を 読 むべ きで す。   

6 . 『 「 ゲ イコ ミ ュ ニテ ィ」 の 社 会 学 』 （ 森 山 至 貴  勁 草 書 房  2 0 1 2 ）   

7 . 『 カ ム ア ウ ト す る 親 子 ： 同 性 愛 と 家 族 の 社 会 学 』 （ 三 部 倫 子  御 茶

ノ 水 書 房  2 0 14 ）  ⑥と ⑦は性 的 マイノ リ テ ィ研 究 の 最 新 の水 準 を 示

し たもの です 。  

8 . 『 現 代 家 族 の 構 造 と 変 容 ― 全 国 家 族 調 査 （ N FR J 9 8 )に よ る 計 量

分 析 』 （ 渡 辺 秀 樹 他  東 京 大 学 出 版 会  2 0 0 4 ）   

9 . 『 日 本 人 の 意 識 と 行 動 ― 日 本 版 総 合 的 社 会 調 査 J GS S に よ る 分

析 』 （ 谷 岡 一 郎 他  東 京 大 学 出 版 会  2 0 0 8）   

1 0 . 『 現 代 日 本 の 「社 会 の 心 」 ： 計 量 社 会 意 識 論 』 （ 吉 川 徹  有 斐 閣  

2 0 1 4）   

8～10 は 、 近 年 の 日 本 社 会 分 析 のう ち、 公 開 さ れてい る 個 票 データ

を 用 い てい る ものを 選 びまし た。  

 ( 5 )  先 生 の 代 表 的 な 著 書 ま た は 論 文 を 二 つ か 三 つ 教 え て く だ さ

い 。 

【翻 訳 と 著 書 】  

1 . 『 偶 然 を 飼 い な らす 』 （ イ ア ン ・ハ ッ キン グ  木 鐸 社  1 9 99 ）  翻 訳 で

す。「 社 会 」と い う 概 念 が 統 計 データ の 収 集 から 生 ま れてく る歴 史 的

状 況 を 、 フーコ ーを 思 わせ る筆 致 で描 い てい ます 。実 は優 れた社 会 学

史 で もあり ます 。  
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2 . 『 増 補  サ ブ カ ルチ ャ ー 神 話 解 体 ―少 女 ・ 音 楽 ・ マ ン ガ・ 性 の 変 容 と

現 在 』 （ 宮 台 真 司 ・石 原 英 樹 ・ 大 塚 明 子  ち く ま 文 庫  2 00 7 ）   

3 . 『 進 化 的 意 思 決 定 』 （ 石 原 英 樹 ・ 金 井 雅 之  朝 倉 書 店  2 0 0 2 ）   

 

【論 文 】  

4 . 石 原 英 樹 ( 2 0 1 2 ) 「 日 本 に お け る 同 性 愛 に 対 す る 寛 容 性 の 拡 大 ―

「 世 界 価 値 観 調 査 」 か ら 探 る メ カ ニ ズム ― 」『 相 関 社 会 科 学 』 2 2 ： 23 -

4 2 ．  


